
元気な時は転んでも⼤きなけがをしませんが、⼊院中は点滴などの様々な治療をしている
ので、転倒・転落は⼤けがにつながります。病気を治すために⼊院しているのに、⼊院中に
事故を起こすと、⼊院期間がのびてしまうこともあります。
事故の多くは、ご家族がお⼦様のそばにいる時に発⽣していますので、以下のことについ

てご協⼒をお願いします。

ベッド柵を下げたときは、
お⼦様から⽬を離さないよ
うにしましょう。⽬を離し
た⼀瞬で転落することがあ
ります。

病院内で⾛ると危険です。
ゆっくり歩くようにしま
しょう。

お⼦様のそばを離れると
きは、ベッド柵を⼀番上
まで上げましょう。
中段では危険です。

お⼦様のそばを⻑時間離
れる際や、おかえりの際
はスタッフにお声がけく
ださい。

スリッパではなく、
かかとのある靴をは
きましょう。

ベッドの上は整理整頓しま
しょう。
ベッドのまわりも⽚付けま
しょう。

一番上まで！

転倒・転落事故防⽌の動画をご視聴ください(1分44秒)。QRコードの読み取り、
またはYouTube「⼩児科に⼊院するお⼦様の転倒・転落事故防⽌のお願い」で検索


